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＜車間距離を十分にとること＞

警視庁の護送車が、大型トレーラーに追突

前を走行のトレーラーが減速、間に合わなかった

乗っていた容疑者１人けが

２０１５年１月１９日（月）１３時３４分

１９日午前９時５０分ごろ、東京都の首都高速で、警視庁の護送車が大型トレーラーに追突

した。護送車に乗っていた容疑者１１人のうち、２０代の男が腰の痛みを訴えて病院に運ばれ

た。男は軽傷とみられる。現場は見通しのいい直線道路で、運転していた３０代の巡査長は「

トレーラーが減速したのでブレーキをかけたが、間に合わなかった」と説明。警視庁は「事故

に留意するよう課員の指導を徹底する」としている。

★雪道がすべるのはあたり前、「すべること」を意識しましょう

★路面状況に応じて、十分な車間距離を確保しましょう

★天候・道路情報を収集し、危険な箇所・状況を判断しましょう

荷台からの転落、手足の挟まれ事故に注意！

夕方からの積卸作業時は、ヘルメット・ライトを使用すること

バック時は 降りて確認 乗っても確認

２時間ごとに、１５分休憩！

追突、玉突き事故を防ぐ

交差点手前で止まる時は、車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

赤信号交差点、停止寸前の車両に追突事故注意

「考え事をしていて、赤信号を見落としてしまった」

信号無視で小学生の集団に突っ込む

２０１５／０１／１９ 長崎県警察本部 特別編集

１５日午前７時１５分ごろ、長崎県の県道で、徒歩で横断歩道を渡っていた集団登校中の小学生

に対し、赤信号を無視して交差進行してきた軽ワゴン車が衝突する事故が起きた。児童２人が

負傷しており、警察はクルマを運転していた７５歳の女を逮捕している。警察によると、交差点

には横断歩道と押しボタン式の信号機が設置されている。集団登校中の小学生児童６人は青信

号に従って横断歩道を渡っていた。この事故で１１歳の女児が足を骨折するなどの重傷。８歳の

女児も頭部打撲の軽傷を負い、近くの病院へ収容された。他の４人にケガはなかった。警察は

クルマを運転していた７５歳の女を自動車運転死傷行為処罰法違反（過失傷害）の現行犯で逮捕

している。聴取に対して女は「考え事をしていて、赤信号を見落としてしまった」などと供述

しているようだ。警察では事故発生の経緯を詳しく調べている。

信号待ちの車に追突、走り去る ひき逃げで捜査

２０１５年１月２０日（火）７時４０分

１９日午後２時ごろ、山形県の国道交差点で、信号待ちをしていた３０代の会社員男性の軽乗用

車に乗用車が追突し、男性が首を捻挫する軽傷を負った。乗用車はそのまま走り去ったため、

警察はひき逃げ事件として捜査している。追突した車は白いコンパクトカーで、スーツ姿の男

が運転していた。男性は仕事中だった。

バックしひき逃げ、逮捕

２０１５年１月２０日（火）７時３分

９日午後１１時ごろ、神奈川県で乗用車をバックさせて後続に衝突、運転手にけがを負わせ

たまま逃げたとして、県警高速隊は、道交法違反（ひき逃げ）と自動車運転処罰法違反（過失

傷害）の疑いで、無職の男（５４）を逮捕した。


